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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

 (1) 大区画ほ場整備が行われた原町市高地区を事例として、乾田直播栽培を導入した水田作の高生産性

営農モデルの構築を行い、構築した営農モデルの運営方法(システム)の解明を試みることで、地域での新

しい営農方式の確立について検討した。 

 (2) 営農モデルは、数理計画法(FAPS2000 Ver.4.2 農研センター)により構築し、事例地区の水田作を合

理的に管理運営するため、地区を一つの経営体とした高生産性水田営農の土地利用を提示し、平均所得

優先の最適解を示した。 

  なお、営農モデルでは、地区を一つの経営体とした地域営農を行う場合には、稲作では移植栽培と乾田

直播栽培の両方のプロセスが必要であった。 

 (3) 地区の栽培実態を踏まえた営農モデルにより示された合理的な土地利用を管理運営するためには、

①地区全体の合意形成、②土地利用調整機能を持つ集落組織と営農を実践する担い手組織が一体となっ

た体制、③調整の効率化と事務の簡素化を図るための補完システム、が有効であった。 

 (4) 事例地区における生産の担い手主体と土地利用調整主体が一体化した活動手法は、地域営農システ

ムのモデルとして位置づけできる。 

 

 ２ 期待される効果 

   地域営農推進の資料とすることができる。 

 

 ３ 適用範囲 

   水田作により地域営農を進めようとする地域 

 

 ４ 普及上の留意点 

 (1) 構築したモデルの収益性は、現在の経済条件、社会情勢下での結果である。 

 (2) 農業情勢及び社会情勢を一層踏まえた地域営農モデル、システムの構築が必要であり、それにより、

生産振興及び地域農業活性化方策を示す必要がある。 

 (3) 現実的にシステムを運営するに当たっては、地元普及センターはじめ市町村(農業経営改善支援セン

ター)、ＪＡ等関係機関・団体による支援体制の整備が必要である。 



 

 


